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さて、突然ですが、京都市黒谷の金
こん

戒
かい

光
こう

明
みょう

寺
じ

（西
さい

雲
うん

院
いん

）をご存知でしょうか。先月8日に京都會
津会による第120回会津殉難者慰霊法要が営まれた場所です。浄土宗宗祖の法然上人が始めて草
庵を結ばれた同寺には18もの塔頭寺院が建ち並び、また、幕末時には京都守護職を拝命した会津
藩主・松平容保公が藩士1,000人を従え、本陣を構えた寺院でもあります。幕末動乱時における京
都の治安維持に努めた会津藩はやがて国内を二分する内戦〈戊辰戦争〉に巻き込まれ、その過程に
おいて会津藩士らを含む多くの人々が亡くなりました。西雲院の山上墓地北東には『會津藩殉難
者墓地』として会津藩の婦女子や使役人も含めた約370人が祀られています。その陰には、賊軍の
汚名を着せられ、見るに堪えない野ざらしの会津藩士らの遺体を新政府軍の迫害を顧みずに埋葬
に尽力した上

こう

坂
さか

仙
せん

吉
きち

らの存在がありました。同様に本市でも会津藩士の町
まち

野
の

主
もん

水
ど

や、藩士から賤
民の身に落とした伴

ばん

百
ひゃく

悦
えつ

らの筆舌に尽くし難い労苦によって阿弥陀寺（会津東軍墓地）や長命寺
などに会津藩士ら約2,000人が合葬されているとされ、そして、戦地となった各地域においてもそ
の地に住まう人々によって懇

ねんご

ろに埋葬されました。
その遺志は現在も引き継がれ、また、戊辰戦争以外にも遠く北方警備や江戸湾警備など赴任地
で亡くなった会津藩士ら家族や、留学先で亡くなった旧会津藩士の子弟、西南戦争で戦死した旧
会津藩士らの慰霊祭などが毎年、会津ゆかりの全国各地で執り行われています。
観光資源が豊富な本市は、先人の弛まぬ努力と尊い犠牲の上に成り立っています。秋彼岸に行

う会津まつりは、これら先人の慰霊としての一面を併せ持つ祀りです。世界各地で繰り広げられ
る武力紛争や政治・経済・社会の分断・二極化に見舞われる昨今、真に歴史に学び、実践する機会と
なるよう、本年も会津まつりの基本理念である『先人への鎮魂と感謝』『祝いと喜び』を掲げ、鋭意
取り組んでまいりますので、市民の皆さんには特段のご支援、ご協力のほどお願いいたします。

会津藩公行列 9/20（土） 参加者募集！
公募内容及び応募方法は本紙中面をご覧ください。

ボランティア同時募集！

◆会津まつり ご協賛のお願い◆
物価高騰の折、大変心苦しく存じますが、本年も多くの
皆様へ感動と喜びをお届けし、地域活性化の一助となりま
すよう取り組んでまいりますので、ご協賛金のご支援をお
願いいたします。
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